
５年国語 
固有種が教えてくれること・グラフや表を用いて書こう 

～目的に合った資料を選び、資料と文章を対応させて書く～ 
 

 
１．本時の学習目標 
 資料と文章を対応させて書こう。また、資料から分かることと、自分が考えたこと

を分けて書こう。 
 
２．指導の流れ（第１０時／全１１時） 

教師の動き 予想される反応・指導のポイントなど 
１．前時に学習した内容を思い出し、本時

の書く活動につなげさせる。 
 ※前時に作った構成の書かれた紙を配

布する。 
 
 
 
２．指示「自分が選んだグラフや表につい

て、例の文章の構成に合わせて、友達に話

をしてみましょう。」 
 
３．指示「話したこと、聞いたことを参考

にして、文章を書きましょう。」 
 
 
 
 
４．指示「書いた文章をルーブリックに照

らし合わせて、推敲しましょう。」 
 

・教科書の例文の文章の構成 
①結論とその理由②グラフや表が示すこ

と③グラフや表の具体的な数字の比較と

その数字が表すもの④結論と未来への展

望 
  
・書く前段階としてのペアトークを取り

入れる。 
 
 
・活動方法として、二つの区分に分ける。

①先生といっしょに書くグループ（主に、

算数的な読み取りや文章を書くことに困

難を抱える児童）②一人で取り組むグル

ープ。 
 
・各自ルーブリックに振り返りをさせる。 

 



３．ルーブリック評価 
 ①１段落。結論

と理由について

書いているか。 

②２段落。グラ

フや表を読み

取り、文章に書

い て い る か 。

（資料からわか

ること） 

③２段落。自分

の考えを書いて

いるか。（自分

が考えたこと） 

④３段落。結論

と未来の展望

について書いて

いるか。 

⑤最後まで根

気よく取り組む

ことができた

か。 

 

A 

グラフや表を読み

取った上で結論を

述べ、また、身近な

例を取り上げ理由

を書いている。 

①グラフや表が何

を表しているかを読

み取り、②具体的

な数字を例にあげ、

文章で説明をして

いる。 

グラフや表から読

み取ったことをもと

に、身近なことに目

をむけ、自分の考

えを書いている。 

グラフや表から読

み取ったことをもと

に、結論を述べ、未

来の展望について

書いている。 

見通しをもち、最後

まで根気強く取り組

むことができてい

る。 

 

B 

自分なりの結論や

理由を述べている。 

 

 

上記①か②が十分

ではない。 

グラフや表から読

み取ったことをもと

に、自分の考えを

書いている。 

結論だけになって

おり、未来の展望

が不十分である。 

仕上がるまで取り

組むことができてい

る。     

 

 

 今日の学習のふりかえり 
 
 

 
４．児童の成果物 

私は、日本の社会は、そんをしている人が多いと思います。なぜなら、朝食を食べた

ほうがテストの点数が増えるのに、朝食を食べていない人が多いからです。 
 上のグラフは、「朝食の摂取と学力調査の平均正答率の関係」を示したものです。ぼ

うグラフは、学力調査の平均正答率を表していて、グラフの色ごとに朝食をたべている

かどうかを表しています。これを見ると、朝食を食べている人のほうが、テストの点数

が高いことがわかります。では、朝食を食べている人と全く食べていない人を比べてみ

ましょう。小学生の国語 A の場合、朝食を食べている人は、67.2％で、朝食を全く食べ

ていない人は 46.6%で、20.6％もの差があります。朝食を食べているほうが、テストな 
 
 



 
５．児童のふりかえりや達成状況 

達成状況としては、児童の意識の中では B よりやや上の A に達成感がある傾向があ

った。しかし、実際に評価をすると、以下の点に課題が挙げられた。 
①具体的な数字をあげずにざっくりとした文章を書いている。 
②「資料からわかること」と「自分が考えたこと」が混同している。 
③表やグラフからざっくりとしたことは読み取れているが、身近なことに結び付けて

考えたり、言葉に表現する力が弱い。 
以上の結果から踏まえ、文章の構成を読み取る際に、各文章の中身にも言及した形で

丁寧に読み取りを行う必要があったと考える。 
 
６．授業者のふりかえり 
 ◎構成を読み取ったあとに、構成のひな型を用意したことで、多くの児童の意欲的に

取り組む姿が見られた。 
 ◎書く段階で、グループ分けをしたことで、書くことに課題を抱える児童も、その時

間内に仕上げ、達成感をもつことができた。 
 ◎文章を書くためにグラフや表を見ましょうという展開ではなく、「面白い表やグラ

フがあるんだけど、みんなで見てみよう」とたっぷり１時間とったことで、いろい

ろな表やグラフを興味深そうに児童同士でわいわいとやり取りをしている姿が見

られた。これにより、「書く」敷居が低くなったように考える。 
 
 
 
 
 
 
 

どで、より多くの点数をとることができるといえるでしょう。 
 このように、グラフをもとにして、朝食を食べていない人より朝食を食べるほうが

テストの点数で 20.6%も高いことを述べました。朝食を食べるほうが健康にもよい

ので、みなさんにも朝食をたくさん食べてほしいと思います。 



７．前時につくった構成の用紙 

 


